
 

 

 

 

 

長崎県食品安全・消費生活課 電話 095-895-2366 FAX095-824-4780 

https://www.facebook.com/びわ太郎の食育日記 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１３日（土）長崎県庁行政棟２Ｆレストラン シェ・デジマにて開催しました 

第一部 「次世代へ宝物として残したい長崎の郷土料理」 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いただきます 元気ながさき おいしか県 

 

食育通信 

令和 3 年 

ふゆ 号 
（５８号） 
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令和３年度食育講演会 

「長崎の郷土料理」 

料理研究家 脇山順子氏 

（元長崎女子短期大学教授） 

シェ・デジマ 

 代表取締役社長  

   坂本洋一氏 

（長崎県調理師協会事務局長）     

今回は、申込み多数のため、参加者抽選による開催となりました。たくさんのご応募をいた

だき、ありがとうございました。 

「次世代へ宝物として残したい長崎の郷土料理」と題して、料理研究家 脇山順子氏の郷土

料理への温かい思いが、伝わった講演になりました。 

 また、「手軽にできる長崎の郷土料理」もろぶた寿司の試食もあり、参加者の皆様からは、

「手軽に出来そう」「パーティに良い」「お祝い事に良い」と好評でした。 

第二部 「手軽にできる長崎の郷土料理」もろぶた寿司の試食実施 



 

 

 

 

 

 

１0 月 29 日（金）長崎県庁 1Ｆ大会議室にて講演会を開催しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

食育ボランティア：三宅文香氏（長崎市） 
～「親子食育講座」を楽しもう～ 
実施日時 令和 3 年 6 月 19 日（土）・9 月 25 日（土） 

開催場所 桜馬場地区ふれあいセンター 

 

■6 月 19 日（土）「プチ・アフタヌーンティをしよう」 

サンドウィッチ 2 種とスコーンを作り、子供達にテーブルセッティングをお願いして、 

紅茶といただきました。 

■9 月 25 日（土）「餃子を作ろう！」 

餃子は、皮から作り、焼く、茹でる、2 種類の調理法で食感の違いを味わい、中国の 

調味料を学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育ボランティアの活動報告 
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食品の安全・安心リスクコミュニケーション 

「食情報のウソとホントを見抜く方法」 

 

メディアチェック集団 

「食品安全情報ネットワーク」 

 共同代表  小島 正美 氏 

食品のリスクや健康問題を長年追いかけてきた小島正美氏 

に、食情報の裏に潜むウソや誤解を見抜く方法について、ご 

講演いただきました。 

参加者の皆様からは、「興味深い内容だった」「実践して 

いきたい」などの感想が寄せられ、日頃は意識しにくい 

「情報の信憑性」について、改めて考える良い機会となりました。 



 

 

 

 

 

 

壱岐地区漁業士会（壱岐市） 

～水産教室～ 
実施日時 令和 3 年 3 月 9 日（火） 

開催場所 壱岐市立芦辺中学校 対象者：2 年生 6４名 

 

壱岐地区漁業士会では、水産物の消費拡大や壱岐の水産業を知ってもらうため、高校生、中学

生を対象に魚さばき教室に取り組んでいます。 

令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染症予防の観点から魚さばきの実習が行えなかったた

め、魚のさばき方動画を作成し、生徒達に観てもらうことにしました。 

壱岐市立芦辺中学校では、漁業士らが講師として参加し、生徒を対象に作成した動画を使って

水産教室を開催しました。 

この取り組みをきっかけに、自ら魚をさばいて食べる機会が増えることや、将来水産関係の仕

事に就職する生徒が出てきてくれることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

かめりあ こども園（大村市） 

～夏野菜の収穫と実験～ 
実施日時 令和 3 年 7 月 16 日（金） 
開催場所 かめりあ こども園   対象者 5 歳児 

 

  自分たちで育てた野菜を収穫し、自然の恵みに感謝する気持ちを持ってほしいという目的の 

もと、「栽培」「収穫」「喫食」という一連の流れを体験しました。 

収穫した野菜を給食室へ持っていき「よろしくお願いします」と大きな声で調理員さんに渡し

ていました。 

収穫した野菜の一部で、実験も行いました。「トマト・なすび・ピーマンは水に浮くの

か！？」結果がわかるたびに、歓声が上がっていました。 
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地 域 の 活 動 報 告 

長崎県公式 YouTube チャンネル 

「ヒラス・ブリのさばき方」 

https://youtu.be/wk9bsgQoh80  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  長崎県では、「主食・主菜・副菜を組み合わ 

せた食事が１日２回以上の日がほぼ毎日の人の 

割合」は約 5 割です。 

  主食・主菜・副菜を組み合わせた食事は、栄 

養バランスのとれた食生活と関係しており、健 

康な食事の第一歩です。 

「何を食べようかな？」と思った時は、主食・ 

主菜・副菜を組み合わせた食事になるよう心が 

けましょう。 

  また、「日本人の食事摂取基準（2020 年版 

）」では、健康な成人 1 日の食塩相当量の目標 

量を、男性 7.5g 未満、女性 6.5g 未満としてい 

ます。 

食品パッケージの「栄養成分表示」を確認し、選び方や食べ方の工夫をして、おいしく減塩し

ましょう。         ※基礎疾患がある人等は、医師や管理栄養士の指示に従ってください。 
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学生食育ボランティアの活動報告 

 長崎県では、若い世代の食生活の課題である、朝食の欠食や野菜摂取不足の改善に向けて、

学生の皆さんと県が力を合わせて取り組むために、令和 3 年度から学生食育ボランティアを

育成し、その方々に活動をしてもらっています。 

今回、学生ボランティアの皆さんが、野菜たっぷり料理や朝ごはん料理を作って、感想や

調理のポイントについてレポートしてくれました。 

ホームページ・Facebook で、詳しく紹介していますので、ぜひ、ご覧ください。 

 

ホームページ⇒       Facebook⇒ 

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事に心がけましょう 

主 食 
ごはん、パン、麺などを主材料とする料理。 

炭水化物を多く含む。 

主 菜 
魚、卵、大豆、大豆製品などを主材料とする料理。 

たんぱく質や脂質を多く含む。 

副 菜 
野菜、芋、きのこ、海藻などを主材料とする料理。 

ビタミン、ミネラル、食物繊維を多く含む。 

参考：「栄養バランスに配慮した食生活にはどんないいことがあるの？」 

農林水産省 Web サイト（https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/evidence/eiyo_balance.html） 

「啓発ツールまとめ」 

スマート・ライフ・プロジェクト事務局（厚生労働省健康局健康課） 

Web サイト（https://www.smartlife.mhlw.go.jp/） 

https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/evidence/eiyo_balance.html


 

 

 

 

 

 

国内で製造された加工食品には、１番多い原材料の産地・製造地が表示され、私たちが商品を

選ぶ際の参考にできるようになりました。 

この制度は平成 29 年 9 月から始まり、食品メーカー等が準備をするため、令和４年３月末ま

で猶予期間が設けられています。（外食、容器包装に入れずに販売する加工食品、作ったその場

で販売する場合、及び輸入品は対象外です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜表示の見方＞ 
 

①１番多い原材料が生鮮食品の場合は、その産地が表示されます。 

 

   

 

 

 

 ②１番多い原材料が加工食品の場合は、その製造地が表示されます。 

 

        

 

 

 

  または、1 番多い原材料に使用された生鮮食品の産地が表示されることもあります。 

 

 

 

 

 

 

もっと詳しく知りたい方は、HP からパンフレットをご覧ください 

https://www.pref.nagasaki.jp/shokuhin/anzen/shokuhin/detail.php?id=88 
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加工食品に原材料の産地が表示されます 

名  称 ウインナーソーセージ 

原材料名 豚肉（アメリカ産）、豚脂肪、･･･ 

名  称 洋菓子 

原材料名 小麦粉（国内製造）、砂糖、鶏卵･･･ 

名  称 洋菓子 

原材料名 小麦粉（小麦（国産））、砂糖、鶏卵･･･ 

 

 

小麦粉が国内で製造されたこと

を意味します。小麦の産地が国

産という意味ではありません。 

 

小麦粉の原料となった小麦が国産

であることを意味します。 
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～ 出典：農林水産省ウェブサイト ～ 
（https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/foodstock/index.html） 
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《送り先》〒850－8570 
     長崎市尾上町 3-1 

     長崎県食品安全・消費生活課 
     TEL 095-895-2366  FAX 095-824-4780 
《ホームページ》https://www.pref.nagasaki.jp/shokuhin/ 

《メールアドレス》s160701@pref.nagasaki.lg.jp 長崎県 食品安全 検索 

『間違い探し』間違いは７箇所 間違いを見つけて脳を活性化させましょう。 

 

びわ太郎食育通信に掲載する食育活動の情報をお寄せ下さい。 

この紙面への掲載の参考とさせていただきます。 
 県内各地域での食育に関する取り組み、お知らせをお待ちして 
おります。お気軽にお寄せ下さい。 
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57 号の答え ①クモの向き ②ほうき ③かぼちゃの顔 ④コウモリの向き

⑤枝が増えている ⑥窓が増えている ⑦かぼちゃ 

答えは、 

ホームページに 

掲載中！ 

 今なら、ほぼ掲載可能です！ 

ご安心ください、流通している 

鶏肉や鶏卵は安全です。 

長崎県内において「高病原性鳥インフルエンザ」の発生は、 
確認されていませんが、長崎県では徹底した防疫措置を講じており、 
感染拡大の防止と安全・安心な鶏肉や鶏卵の供給を図っております。 

これまで、鶏肉や鶏卵を食べることにより鳥インフルエンザが 
人に感染した例は、報告されていません。 

鳥インフルエンザについて 

 
県下の感染状況は改善してい
るものの、感染の再拡大を招
かないよう、引き続きマスク
着用・手洗い励行などの感染
防止対策の徹底にご協力をお
願いします。 

長崎県食育キャラクター  

びわ太郎 


